

投稿論文作成について
－多文化共生マネジメント学会指定テンプレートファイル利用について－
Making Research Paper:
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Abstract: When preparing the manuscript, read and observe carefully this sample as well as the instruction manual for the manuscript of the Transaction of Society of Multicultural Management. This sample was prepared using MS-word.------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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1.　はじめに
このテンプレートファイルは，多文化共生マネジメント学会論文集執筆要綱にのっとり原稿体裁を整えて投稿することができるように，スタイルファイルとして，フォントサイズなどの書式を設定し，登録している．1行の文字数，1ページの行数など定められた形式で作成することができる．

2.　論文のフォーマットについて
表題（副題），著者名，本文などはあらかじめフォントサイズなどの書式が指定されている．以下に記載されている内容を確認して執筆し，投稿前にも重ねてチェックする．

（1）用紙はA4 ，余白は上下25mm，左右20mmとする．
（2）本文の文字数は，1ページ当たり，40文字×40行×1段組で1600字とする．
（3）文章の区切りには全角の読点「，」（カンマ）と句点「．」（ピリオド）を用いる．
（4）カッコも全角入力する．
（5）英文の場合はカンマ，ピリオド，カッコ等すべて半角とする．
（6）本文中の文字の書式は，日本語は明朝体、英語はSerif系（Century，Times New Romanなど）とする．
（7）章節項については，ゴシック体太字を使用する．

文字の大きさ及びフォントの詳細を確認する場合は，表1を参照する．




表1　文字の大きさ及びフォント
	
	項目
	配置
	Microsoft Word
	TeX, LaTeX

	和文
	表題
	中央
	ゴシック体　14ポイント太字
	¥Large

	
	副題
	中央
	ゴシック体　12ポイント太字
	¥Large

	
	章など大見出し
	中央
	ゴシック体　10ポイント太字
	¥normalsize

	
	節、注など小見出し
	左端
	ゴシック体　10ポイント太字	
	¥normalsize

	
	本文
	両端
	明朝体　　　10ポイント
	¥normalsize

	
	図表タイトル，出所
	図表左端
	ゴシック体　9.5ポイント太字
	¥normalsize

	
	参考文献
	左端
	明朝体　　　9.5ポイント
	¥normalsize

	英文
	表題，著者名
	中央
	Serif系　　　12ポイント
	¥Large

	
	抄録，キーワード
	左端
	Serif系　　　10ポイント
	¥normalsize

	
	図表タイトル，出所
	図表左端
	Serif系　　　9.5ポイント
	¥normalsize

	
	章など大見出し
	中央
	Serif系　　　10ポイント
	¥normalsize

	
	節、注など小見出し
	左端
	Serif系　　　10ポイント
	¥normalsize

	
	本文
	両端
	Serif系　　　10ポイント
	¥normalsize

	
	参考文献
	左端
	Serif系　　　9.5ポイント
	¥normalsize


出所：多文化共生マネジメント学会（2026）

3.　原稿執筆の手引き
3・1　原稿の規定ページ数について
原稿のページ数は，投稿論文の種別に従う．原稿中にページ番号は不要である．
[原著論文] 原則として30頁以内．
[特別企画論文] 原則として20頁以内．
[探究論文] 原則として20頁以内．
[事例研究] 原則として20頁以内．
[招待論文] 原則として10頁以内.

3・2　冒頭部分の作成について
原稿の冒頭には，和文の表題・副題，英文の表題・副題を入れる．表題は内容を明確に表現するもので，しかも簡潔なものが望まれる．また，副題は必要に応じて付ける．

3・3　英文抄録の書き方
長さは150～250語程度で，途中で改行をしないで，本文と切り離してそれだけを読んでも，原稿の内容が具体的に分かるように研究対象，研究方法，結果について書く．また，本文中の図・表・文献は，抄録では引用しない． 

3・4　キーワードの付け方
キーワードは，原稿の内容を代表する重要な用語である．これによって原稿の分類，検索が迅速になる． 
（1）キーワードは，おおよそ5 語句とする．
（2）キーワードは，英文抄録の直下に英語で記載する．キーワードにはハイフンは使用せず（ハイフンを使用してひとつの言葉として一般に認識されるものを除く），前置詞・冠詞も含めない．

3・5　本文について
本文について以下に従う． 
（1）本文は両端揃えとする． 
（2）強調する目的で用語を太字にすることはしない．必要なら直接引用に用いる「」（和文）や" "（英文）を用いる．
（3）注を用いる場合は後注とする．本文中の引用箇所には，右肩に小括弧をつけて，通し番号を付ける(1)．
（4）文献引用時には山田（1992）や（山田，1992）のように著者出版年を用いる．

4.　図，表，写真の記載の仕方
図，表，写真について表2にまとめる．

表2　図及び写真・表
	本文中の参照表記
	本文中では，図1，表1のように日本語で書く．写真は，図として扱う． 

	図表タイトル配置
	図表のタイトルは図表の上に左端揃えで配置する． 

	図表の出所
	出所を図表の下に明記し，自作の場合は「出所：筆者作成」とする．図表の左端に揃えて配置する．

	本文と図・表の行間
	本文と，図・表の間は1行以上の空白を空けて，見やすくする．

	図表のカラー
	カラーで記載できる． 見分けやすい色を選択する．

	図表の横の空白
	図表の横に空白ができても，その空白部には本文を記入してはならない．

	図表の配置
	図表は，余白部分にはみ出してはならない．


出所：多文化共生マネジメント学会（2026）

図1　図の配置[image: ]
　　　　　　　　　　　　　出所：多文化共生マネジメント学会（2026）

5.　数式の書き方
式番号は，式と同じ行に右寄せして（ ）の中に書く．また，本文で式を引用するときは，式（1）のように書く．式を書くときは，2文字分空白を空ける．また，必要行数分を必ず使うようにして書く．3行必要とする式を2行につめて書いたり，2行に分かれる式を1行に収めたりしない．なお，本文と式，式相互間は1行以上の空白を空けて，見やすくする．
また，原則として数式エディタのポイント数は本文に準じるものとするが，添え字等が小さく読みにくくなるときは適宜拡大する．

	（1）
	（2）
	（3）

6.　引用文献の書き方

参考文献の書式については，基本的にAPA形式第7版に準ずる．ただしAPA形式は英語のため，日本語については以下に従う．
（1）日本語の文献を引用する場合は日本語表記とし，英語の文献を引用する場合は英語表記とする．
（2）日本語文献はあいうえお順，英語文献はアルファベット順に分けて並べる．
（3）日本語文献は書籍・雑誌名を『』で，論文タイトルを「」で囲う．
（4）英語文献については書籍・雑誌名をイタリックにする． 
（5）DOIについては付記を任意とする．
（6）英語についてはAIを用いてAPA形式かどうか書式チェックをするとよい．

7.　結　　論　
本テンプレートファイルのスタイルを利用すると，各々の項目の書式が自動的に利用できるので便利である．

注
（1）注のタイトルは節の見出しを用いる．
（2）注の本文のフォントサイズは9.5ポイントとする．
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